




加賀電子、川村でございます。平素より格別のお引き立てを賜りまして、誠にあ
りがとうございます。また、本日は決算説明会にご参加賜りまして、厚く御礼申し
上げます。私から、2023年3月期の第2四半期決算の概要をご説明させていただ
きます。



サマリーです。売上高は前期比757億円、34%増収の2,987億円となりました。主

力の電子部品事業において、自動車や産業機器関連を中心に広範な分野で販
売が伸長したことによるものです。
営業利益は前期比100億円、121.3%増益の183億円となりました。売上増および

販売ミックス良化に伴う売上総利益率向上により売上総利益が大幅に増加して
おります。
売上高から四半期純利益まで、すべての項目で2Qとしては過去 高を記録して
おります。社内計画に対して、売上高は237億円、営業利益は48億円上振れし
ております。

2023年3月期の業績予想を変更しております。半導体市況、新型コロナ、ウクラ
イナ情勢、為替変動など、先行き予断を許さず、2Qにおける上振れのみ反映し
て上方修正しております。3Q以降は期初の見通しを変えておりません。
この結果、売上高は従来予想の5,400億円に300億円上乗せした5,700億円、営
業利益は240億円を280億円、当期純利益は160億円を200億円に、それぞれ上
方修正しております。
続きまして、株主還元です。年間配当は前回予想の150円から50円増額し、1株
当たり200円に修正しております。中間配当100円、期末配当100円の予定で
す。前期実績1株当たり120円より80円の増配となっております。



こちらは、第2四半期の業績ハイライトとなります。
売上高は、先ほど申し上げたとおり、2,987億6,000万円でした。売上総利益が
400億100万円となり、前期比47.4%増となっております。総利益率は13.4%となり、
前期に比べ1.2%改善しております。
販売費及び一般管理費が216億3,900万円となり、こちらは売上増に伴って販管
費も若干増加しております。

この結果、営業利益は183億6,100万円となり前期比121.2%増、経常利益は189
億3,200万円となり124%増、親会社株主に帰属する当期純利益は134億1,200万
円となり138.5%増という結果となっております。
この結果、1株当たりの当期純利益は510円88銭となっております。また、為替
レートにつきましては133円97銭のドルレートとなっており、前年に比べ24円ほど
円安に振れております。

また、これまで発表しております従来予想に比較しますと、売上高の進捗率は
55.3%、営業利益は76.5%、親会社純利益は83.8%の進捗率となっております。



こちらは、第2四半期決算のセグメント別の情報となります。
電子部品が全体の9割を占めており、その電子部品事業の売上高が2,684億
6,400万円となり前年比38.1%増、セグメント利益は160億1,700万円となり133%
増となっております。

その他、情報機器、ソフトウェア、その他、各セグメントにつきましても全て黒字
化されたのがご覧いただけるかと思います。



こちらは、M&Aの影響をグラフにして表したものです。
売上高につきましては、従来の加賀電子グループ、それから3年前にグループ
入りした加賀FEI、2年前にグループ入りしたエクセルの3社に分けて表記してい
ます。
売上高につきましては、3社とも電子部品事業がけん引して大幅に増加しており
ます。内訳は加賀電子が431億円増、FEIが305億円増となっております。
売上総利益につきましては、加賀電子、加賀FEIが大幅に増益となっておりま
す。また、売上総利益率も向上しております。内訳は加賀電子が78億円増、FEI
が49億円増となっております。また、総利益率は加賀電子が15.1から15.9、FEI
が9.3から11.4と増加しております。エクセルにつきましては若干低下しておりま
す。

販管費ならびに販管費率につきましては、売上増に伴い販管費も増加しており
ますが、販管費率は低減しております。

後に、営業利益です。これらの結果、営業利益は加賀電子が58億円増、FEI
が41億円増となり、全体の増益の大きな要因となっております。









こちらは、直近3カ月の業績を第1四半期、第2四半期と横並びで並べたもので
す。ご覧のとおり、第1四半期、第2四半期とも売上高はほぼ横ばいの結果と
なっております。売上総利益率が、1Qに比べますと0.2ポイント改善しているの
がご覧いただけるかと思います。
前年同期比に比べますと売上高は大きく伸び、また、売上総利益率が1.5%以上
改善しているのがご覧いただけるかと思います。



こちらは、セグメント別に1Qならびに2Qの業績を横並びで表したものです。電子
部品は1Q、2Qとも、大きく前年に比べると増加しているのが見てとれるかと思い
ます。





こちらは、加賀電子ならびにFEI、エクセルの3社の会社別業績の結果となりま
す。ご覧のとおり、加賀電子は1Q、2Qと横ばいですが、前年に比べ大幅に増収
となっております。
また、FEIにつきましては、2Qは1Qに比べて増加しているのが見てとれるかと思
います。
また、エクセルにつきましては、2Qは1Qに比べると若干売上が減収となっており
ます。







こちらは、第2四半期の営業利益変動要因をグラフ化したものです。営業利益に
つきましては、前年に比べ100億6,000万円の増益となっています。
その増益の内訳です。販売ミックス、販売数量の増加によるものが99億円、ス
ポット販売によるものが29億円、販管費の増加によるものが28億円、こちらが要
因となっております。
また、社内計画に比べますと48億円強の上振れとなっています。販売数量、販
売ミックスの増加によるものが44億円、スポット販売によるものが12億円、販管
費の増加によるものが8億円、こちらが要因となっております。





こちらの表は、中計のセグメント別に、新しいセグメントに第2四半期の実績を落
とし込んだものです。過去3期分、横並びにしております。
電子部品ならびにEMSが過去3期、右肩上がりで推移しているのが見てとれる
かと思います。
第2四半期の実績ベースでいきますと、電子部品が2,028億6,700万円となり前
年比40.1%増、セグメント利益は116億8,900万円となり前年比196.1%増となって
おります。
また、EMSは694億8,600万円となり前年比30.0%増、セグメント利益は53億1,100
万円となり59.9%増となっております。
この電子部品とEMSの二つのセグメントが増収増益の大きな要因となっておりま
す。



こちらは、同じく中計セグメント別業績を、第1四半期、第2四半期の3カ月ごとの
実績値に横並びで表したものです。
電子部品、EMSともに第1四半期、第2四半期、前期に比べますと大幅に増収増
益となっておりますが、第1四半期、第2四半期はほぼ横並びになっているのが
見てとれるかと思います。
また、CSIにつきましては第2四半期の売上が若干減少しておりますが、こちらは
第1四半期が[音声不明瞭]案件等により、大幅に増加したものによる要因です。



貸借対照表主要項目についてご説明申し上げます。総資産は2,909億2,300万
円となり、3月末に比べ187億8,300万円増加しております。流動資産が2,517億
6,500万円となり、177億8,000万円増加しております。また、固定資産は391億
5,800万円となり、10億300万円の増加となっております。
負債・純資産です。負債の合計は1,659億9,500万円となり、3億4,400万円減少
しております。純資産につきましては1,249億2,800万円となり、191億2,800万円
の増加となっております。



貸借対照表の主要項目のうち、棚卸資産です。712億8,600万円となり、3月末に
比べると86億7,900万円増加しております。ただし、2021年3月末に比べますと
333億円ほど棚卸資産が増加しており、こちらは電子部品不足による在庫積増
しが主な要因です。
ですが、現在の商いからしますと500億円ぐらいが適正な在庫となっております
ので、こちらは後ほど社長から説明があると思いますが、来年の3月末までには
この在庫金額を縮減していく予定となっております。
売上債権・仕入債務につきましては、売上債権の残高が1,245億4,000万円とな
り、35億9,100万円増加しております。また、仕入債務につきましては849億6,800
万円となり、15億2,500万円の減少となっております。

売上債権回転日数、仕入債務回転日数はともに減少しているのがご覧いただ
けるかと思います。



現預金ならびにキャッシュフローになります。現預金は484億8,400万円の残高と
なり、74億3,200万円の増加となっております。また、有利子負債は525億400万
円の残高となり、13億3,300万円の増加となっております。
キャッシュフローにつきましては、営業キャッシュフローが106億5,000万円の獲
得となっております。投資キャッシュフローは34億9,200万円の使用です。財務
キャッシュフローは31億8,700万円の使用となっております。





こちらからは、2023年3月期の通期業績予想についてご説明申し上げます。

冒頭申し上げたとおり、通期の業績予想を変更させていただいております。売上
高につきましては前回予想の5,400億円を5,700億円、営業利益につきましては
240億円を280億円、経常利益は245億円を290億円、親会社株主に帰属する当
期純利益は160億円を200億円に、それぞれ上方修正させていただいておりま
す。
この上方修正による1株当たりの当期純利益は761円70銭となり、ROEは17.0%と
なります。年間配当金は200円に、50円増配させていただいております。配当性
向は26.3%となります。



セグメント別の業績予想に落とし込んだものです。売上高300億円の増収分をす

べて電子部品事業に上乗せしております。その結果、電子部品事業の売上高
は4,770億円が5,070億円、セグメント利益は213億円が248億円へと増収増益の
見通しとなっております。



加賀電子社長の門でございます。平素は当社のIR活動にご支援、ご協力をいた
だきまして、誠にありがとうございます。これより、2022年度上期の「経営トピック
ス」を、ご報告させていただきたいと思います。



先ずはじめに、昨年11月に公表いたしました「中期経営計画2024」の営業利益
目標の見直しの件につきまして、ご報告いたします。
●本年3月の決算が「中期経営計画2024」で発表した営業利益を上回りました。
そこで、今上期の数字を見極めたうえでこの11月に見直し数字を発表すると申
し上げていました。
●しかしながら、経営目標の数字は、来年5月の2023年3月期決算発表におい
て、2024年3月期業績予想とともに開示させていただくことに変更いたしました。
●変更の理由ですが、第1四半期、第2四半期と、計画⽐上振れで進捗している
当社の収益モメンタムは、まだ下期も続くことが見込まれますので、2023年3月
期業績の 終着地の利益水準を見極めたい、ということが第一の理由でありま
す。
●第二は、スポット販売の解消、顧客の在庫調整など収益押し下げ圧力が懸念
される2024年3月期利益予想の精度を高めたい、ということであります。
このように、アップサイド、ダウンサイド両面のリスクをしっかりと見定めた上で、
実現確度の高い経営目標を皆さまにご報告させていただきたいと思います。



ここからは、「EMS事業の成長投資」につきまして、2件ご報告いたします。
一つ目は、マレーシアの新工場であります。
●既にプレスリリースを行いましたが、当社は2000年からマレーシアにおいて、
電源製品や衛生設備機器、民生機器向けに電装基板の生産を展開してきまし
た。半導体不足やサプライチェーンの混乱も解消に向かい、お客さまからの増
産要望や新規の引合いが急回復していることを受けて、⽼朽化してきた既存の
工場建屋や設備を一新して、旺盛な需要に対応できる体制を整えることにいた
しました。10月末から量産を始めております。
●新工場は旧工場に⽐べて1.3倍の面積を確保し、 新鋭の設備で導⼊するこ
とで生産品質や生産効率の一層の向上を図ります。既存のお客さまからの受注
増に加えて、アセアン地区での分散生産のニーズや現地ローカル企業からの新
規案件の受注も視野に、操業開始後5年内に売上高100億円を目指します。



もう一つ、トルコでも、来年6月の量産開始に向けて、新工場の建設を進めてお
ります。
●トルコでは、チェコ工場の分工場として2018年に投資を行い、以来、空調機器
関連のユニット組⽴てをメインに生産を展開してきました。今回、その機能を拡
張し、トルコでも電装基板の実装にも対応できる体制を整えるため、新工場を建
設することとしました。欧州における現地生産・現地調達を強化するお客さまか

らのニーズに応えるとともに、トルコを拠点にして、当社の基板実装の欧州オペ
レーション拡大を図ります。
●空調機器から車載関連や産業機器向けにも顧客基盤を拡げ、操業開始後5
年内に売上高50億円を目指します。



ここまでは「攻めの経営」のご説明でしたが、このスライドでは「守りの経営」につ
いてご説明いたします。
●いま、喫緊の経営課題の一つは、「在庫の削減」であります。世界的な半導
体・電子部品の供給不足、リードタイムの長期化、また国際物流網の混乱など
を背景に、多くの製造業が調達方針を見直し、この１~2年、部品在庫を積み上
げてきました。
●当社も例外ではなく、部品販売ビジネスにおいては、お客さまからの先行発
注、重複発注に伴って物量を確保する必要があります。また、EMSビジネスにお
いては、一部部材の調達難に伴う仕掛品の増加やBCPとしての安全在庫の確保
などが生じました。
●その結果、当期の期初在庫は1年前に⽐べて約250億円、この9月末在庫は
期初に⽐べて約80億円強増えております。これらの在庫はいずれもお客さまと

は確注ベースですので、このまま滞留するような性格のものではありませんが、
いずれにせよ、キャッシュ化を急ぎます。
●回転日数の上昇は、この第2四半期でピークアウトしたものと認識しており、こ
れから期末の3月末に向けて、部品販売ビジネスは回転日数15日を目途に、
EMSビジネスは45日を目途に削減を進めます。
これらを実現することで、当期末の在庫水準は500億円以下、回転日数30日に
正常化させる見通しです。そして同時に、言うまでもなく、キャッシュが創出され
ることになります。



後のスライド2枚は、サステナビリティ経営の観点から準備したものです。ま
ず、「人的投資」ということで、ここにグラフを4点お示ししました。いずれも、今年
の統合レポートで開示した情報であります。
●「平均勤続年数」は大体15年前後で可もなく不可もなくですが、「離職率」は
2％前後であり、これはかなり低い方ではないかと思っています。
●「有給付与日数」は18日前後で平均並みですが、当社では、これとは別に「リ
フレッシュ休暇」を6日付与しており、ここにはカウントしておりません。また、「有
給休暇取得率」は55％前後ですが、労働省のデータによれば、卸売業・小売業
の平均は48.6％であり、それよりは高い水準にあります。
●「育児休暇」については、毎年20名前後が取得しており、ほぼ100％が職場復

帰しています。 近はようやく男性社員からも育児休暇取得者が出てきました。
まだまだ少ないので、社内報などを通じて啓蒙活動を進めているところでありま
す。
●「平均年間給与」は、このところの業績拡大も追い⾵にして、毎年積極的に増
やしております。当社の給与は業界ではトップクラスの水準だと認識しておりま
す。



給与の話が出ましたので、 後のスライドは「ステークホルダーへの利益分配・
還元」ということで、２つデータをご紹介いたします。
●まず、「労働分配率」ですが、60％前後で推移しております。卸売業の平均が
50％程度と認識しておりますので、それを上回る水準であります。当社には、
「月次給与」「定期賞与」に加えて、業績連動の「期末賞与」というユニークな仕
組みがあります。決算が利益予想を上回って着地したときに支給します。
●一方、株主の皆さまへの利益還元につきましても重要な経営課題として取り
組んでおります。ここに書かれた通り、当社の配当は、「普通配当」「特別配当」
「記念配当」の3本建てになっております。�「普通配当」では安定・継続配当を重
視し、「特別配当」は業績連動を重視しております。期初予想では先ず「普通配
当」をお示しし、期中に利益予想の上方修正を行う、或いは決算が 終的に利
益予想を上回って着地するようなときには「特別配当」をお支払いすることが慣
例となっております。今回も、期初予想の150円に特別配当50円積み増して、1
株当たり200円に修正いたしました。
●このように、社員には「期末賞与」で、株主には「特別配当」で好業績にしっか
り応えるというのが加賀電子流のステークホルダーへの利益分配・還元であり
ます。
●「儲けは山分け」という創業者、塚本勲の創業来のポリシーに拠るものであり
ますが、次代へつなぐ当社のDNAの一つとして、これからも大事にしていきたい
と思っております。本日お集まりいただいた投資家の皆さんにも、是⾮とも、“山
分け”の輪にご参加いただきたいと思います。

以上でわたしのご説明を終わります。本日は、ありがとうございました。









こちらは、地域別売上高になります。23年3月期の第2四半期時点の地域別の
売上高は、日本がグレーの部分で、782億8,600万円の売上となっております。
それから、一番下の紺色の部分がアジアで、537億6,100万円の売上となってお
ります。
緑色が北米で124億2,200万円、オレンジが欧州で49億8,700万円の、地域別の
売上シェアとなっております。



後に、為替レートです。この第2四半期時点の適用為替レートは、米国ドルが
133円97銭、人民元が18円94銭、タイバーツが3円79銭、香港ドルが17円7銭で
した。
ご参考までに、1%この為替が変動することによっての売上、営業利益への影響
額は、USドルが売上高5億8,400万円、営業利益が2,700万円となっております。
また、人民元は売上が1億4,700万円、営業利益が400万円、タイバーツは売上
が1億4,500万円、営業利益が800万円、香港ドルは売上が9,800万円、営業利
益が300万円の影響額となっております。
2023年3月期の想定しております為替レートは、米国ドルが130円、人民元が20
円、タイバーツが3円50銭、香港ドルが16円50銭で社内計画を組んでおります。
2023年3月期第2四半期時点の全体の外貨建て取引の割合ですが、外貨建て

取引全体は、取引額の半分弱が外貨建てとなっており、また、その外貨建て取
引のうち半分強がUSドルとなっております。
以上、私から2023年第2四半期の決算概要についてご説明申し上げました。ご
清聴ありがとうございました。






